
【HIV感染者/エイズ患者の発生・受診動向と地域

の研修ニーズ】

近畿ブロックには、全国の都道府県で 2 番目に

HIV感染者・AIDS患者の報告数の多い大阪府があ

り、エイズ診療ブロック拠点病院（以下ブロック拠

点病院）、中核拠点病院に患者の集中傾向がある

が、各府県では中核拠点病院が中核となり診療が円

滑に行われるようになってきている。その一方で、

HIV感染症患者の一般医療への需要があり、拠点病

院に加えて、一般の医療施設の参加が必要な状況で

あることが明らかになった。長期療養が必要なHIV

感染症患者が、安心して療養できるような診療体制

の整備が必要と考える。今後は、拠点病院のみなら

ず二次医療機関との連携および研修会も必要である

と考える。

A．研修・教育の対象および機会設定の目的

近畿では、ブロック拠点病院だけでなく、中核拠

点病院にも患者の集中傾向があるが、中核拠点病院

は各府県のHIV診療における文字通り中核として診

療が行われるようになってきた。HIV感染症診療の

質の変化に伴い、透析クリニック、精神疾患や要介

護患者の受け入れ施設などが少ない事は新たな課題

となってきており、この様な変化に伴った診療上の

種々の課題に伴った研修会の実施が必要である。

B．研究方法

研修・教育に用いた資材は添付の通りである。

C．研究結果

平成28年度の研修会実施実績は添付の通りであ

る。中核拠点病院および各自治体でも研修会が企

画、主催された。今後も各病院が共通して抱える課

題の解決に向けて、長期療養病院や精神科病院の

他、在宅療養を担当する医療スタッフ、歯科医療機

関、透析専門病院、若手医師への研修会などを実施

していく必要がある。

D．考察

研修・教育効果の評価方法と課題について、近畿

平成28年度　厚生労働行政推進調査事業費補助金（エイズ対策政策研究事業）

38

近畿ブロックには、全国の都道府県で2番目にHIV感染者・AIDS患者の報告数の多い

大阪府があり、エイズ診療ブロック拠点病院（以下ブロック拠点病院）、中核拠点病

院に患者の集中傾向がある。本研究の目的は、近畿ブロックの HIV診療レベルの向上と

連携強化、歯科や精神科疾患、救急医療、透析医療、長期療養の診療体制の整備など

の課題の解決に資することにある。方法は主に、（1）「近畿ブロックにおける中核拠

点病院打ち合わせ会議」の開催、（2）研修会の企画および実施である。

各府県では中核拠点病院が中核となり診療が円滑に行われるようになってきている。そ

の一方で、HIV感染症患者の一般医療への需要があり、拠点病院に加えて、一般の医

療施設の参加が必要な状況であることが明らかになった。今後は、長期療養が必要な

HIV感染症患者が、安心して療養できるような診療体制の整備が必要と考える。

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備

研究分担者     白阪 琢磨
(独) 国立病院機構大阪医療センター　臨床研究センター
エイズ先端医療研究部長



ブロックでは中核拠点病院や行政が積極的に研修会

を開催し、一般医療機関や施設のほか、各職種に向

けた研修会が数多く開催された。しかし、一般医療

機関や長期療養施設の受け入れが進んだとは言え

ず、HIV感染症が治療による予後の著しい改善に伴

う慢性疾患であるという認識の周知と、改善に向け

たさらなる取り組みが必要と考える。

受け入れを躊躇する要因のひとつとして、抗HIV

療法を継続するための経営上の問題（抗ウイルス薬

は包括外で算定できるとしても、デッドストックの

問題、針刺し曝露後の予防内服薬の配備など）か

ら、事前の相談の段階で受け入れが進みづらい状況

があるし、精神、救急などに課題がある。

診療の裾野を広げるためには、HIVの針刺し曝露

への対応について周知をはかり、予防内服の配備の

体制整備も必要である。自治体ごとで運用は異なる

が、府県から各施設への配置が多かった。

E．結論

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになってきていた。今後もブ

ロック全体で質の高い診療を続けるためには、人材

の育成、病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診

療、精神科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療

体制の整備も重要な課題である。引き続き、拠点病

院間の連携の強化、専門医の育成、さらに一般診療

医との密な連携を伴ったHIV診療体制の構築が必要

である。
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なし
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